
 
 

令和６年度委員会報告 

〔 ６ 〕医療安全推進委員会                    委員長 松浦 多佳子 

1.委員会開催状況 

1)委員会 ８回 

2)検討事項 

(1)委員会活動スケジュールについて 

(2)令和６年度医療安全推進委員会企画研修のプログラム検討・運営・評価 

(3)令和６年度日本看護協会委託医療安全管理者養成研修の研修内容・運営検討 

(4)令和７年度医療安全推進委員会企画研修のプログラム検討 

(5)令和７年度日本看護協会委託医療安全管理者養成研修の検討 

(6)看護職賠償責任保険制度の広報について 

 

2.活動報告 

1)研修会等開催 

(1)研修名 リスクマネージャー研修「コンクリフトマネジメントと医療メディエーション」 

開催日 ６月８日(集合開催) 

講 師 大分中村病院 看護部長 岐部 千鶴 氏 

内 容 医療メディエーションについて/クレームの実際/効果的な対応/傾聴について/事例による対応 

        の実際(演習) 

対 象 リスクマネージャー・施設で医療安全管理に関わる者 

受講者 72名 

(2)研修名 リスクマネージャー研修「明日から使える事例分析～ｍ-SHELL～」 

開催日 ７月５日(集合開催) 

講 師 社会保険田川病院 医療安全管理者・副看護部長 黒川 薫 氏 

内 容 事例分析目的/事例分析手法の種類/情報収集から分析、改善対策立案までの過程/ 

分析を体験(mSHELL分析演習) 

対 象 施設で医療安全管理に関わる者 

受講者 85名 

(3)研修名 医療安全管理者研修「急変時の迅速対応とRRS(Rapid Response System)」 

開催日 ９月14日（半日） 

講 師 北里大学病院 医療安全推進室副室長・医療安全管理者 荒井 有美 氏 

    北里大学病院 クリティカルケア認定看護師 森安 恵実 氏 

内 容 RRS の基本構造と運営を知る/予期せぬ院内心停止や院内死亡を回避するためのチームで対応す

ることの意義を理解できる/医療安全管理者として医療安全体制の構築に向けた活動に活かすこ

とができる 

対 象 医療安全管理者(専従・専任・兼任)、看護職以外も可、研修・交流会の 1日参加できる者 

受講者 49名 

(4)研修名 医療安全管理者研修「急変時の迅速対応とRRS(Rapid Response System)」 

開催日 12月３日（アーカイブ研修） 

講 師 北里大学病院 医療安全推進室副室長・医療安全管理者 荒井 有美 氏 

    北里大学病院 クリティカルケア認定看護師 森安 恵実 氏 

内 容 RRS の基本構造と運営を知る/予期せぬ院内心停止や院内死亡を回避するためのチームで対応す

ることの意義を理解できる/医療安全管理者として医療安全体制の構築に向けた活動に活かすこ

とができる 

受講者 49名 

(5)研修名 医療安全管理者養成研修【集合研修】(日本看護協会委託事業) 

   開催日 12月７日 



 
 

   講 師 久留米大学病院 早川 晴美 氏 

 演習講師 済生会福岡総合病院 高松 麻由美 氏、福岡青洲会病院 泉 早苗 氏、 

     九州労災病院 髙橋 陽子 氏、田川市立病院 本田 美祐紀 氏、 

     福岡リハビリテーション病院 松浦 多佳子 氏  

内 容 医療安全文化の醸成(講義・演習)、患者・家族の医療への参加(講義) 

対 象 医療安全管理者または 1年以内に医療安全管理者になる予定の者 

受講者 76名 

2)交流会・情報交換会等 

(1)交流会 「医療安全管理者のつながりを深めよう～みんなで語ろう！お悩み、取り組み～」 

  開催日 ９月14日(半日) 

  内 容 医療安全管理者の課題や取り組みについて情報共有と意見交換 

  対 象 医療安全管理者(専従・専任・兼任)、看護職以外も可、研修・交流会の 1日参加できる者 

  参加者 46名 

3)その他 

(1)看護職賠償責任保険制度の広報 

   集合研修のオリエンテーションで日本看護協会作成の周知動画を配信 

(2)情報提供 

   PMDA情報の周知 

 

3.今後の課題・検討事項等 

今年度は、医療・看護の安全意識の向上を図るとともに医療事故防止対策と医療安全の地域連携を推進をす

ることを目的とした研修を企画した。リスクマネージャー研修は、「医療メディエーション」と「事例分析ｍ-

SHELL」の２つのテーマで開催し、自施設の医療安全活動に活かすことができる内容であった。医療安全管理者

研修では、RRSの基礎から医療安全体制構築に向けた活動まで先駆的な取り組みから学ぶことができた。また、

医療管理者研修の後には交流会を開催し、５年ぶりに医療安全管理者が情報交換する機会を設けることができ

た。医療安全管理者養成研修は、日本看護協会の委託を受けて医療安全推進委員が集合研修を担当し、講義及

び演習の内容をブラッシュアップして実施した。 

看護職賠償責任保険制度の広報活動については、今年度より集合研修のオリエンテーションで日本看護協会

作成の周知動画を配信し、受講者へ幅広く広報を行った。 

今後は、医療安全にかかわる管理者の交流機会及び育成のための研修企画と、地域の医療安全推進活動に資

する情報発信を行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


